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１．研究計画の概要 
本研究の全体構想は、明治・大正・昭和戦
前期（1868～1945）に築造された「近代庭園」
について、その様式形成過程と空間デザイン
の特徴をとりまとめ、系統的な通史、すなわ
ち、「近代庭園史」として全体像を整理する
ことである。近代庭園の様式には、1.洋風庭
園、2.和風庭園、3.近代主義（国際様式）庭
園、の大きく 3タイプをあげることができる。 
本研究の全体計画は、これら 3つの庭園様
式の形成に関して、庭園の欧化という意味で
の「近代性」が明快にみてとれる「洋風庭園」
を研究対象として、明治維新後における西洋
庭園のわが国への導入から、洋風庭園として
様式を確立するに至るまでの経緯と過程、お
よび洋風庭園の構成・意匠の時代的変遷に着
目した空間デザインの特徴を明らかにして
ゆくものである。 
 
２．研究の進捗状況 
 本研究では、以下の 4点について進ちょく
を報告する。 
（1）洋風庭園の黎明 
幕末から明治維新後にかけて導入された
西洋庭園が、いかなる解釈のもとに「洋風庭
園」として導入されたのかという点について、
海外渡航者の西洋庭園観、外国人居留地に造
営された住宅やホテルの庭園について文献
調査と現地調査（函館、長崎等）をすすめ、
洋の空間に和の要素が異様に混在した「擬洋
風庭園」とでもいうべき様式が形成されてい
た点を明らかにした。 
（2）洋風庭園と近代東京 
近代東京に形成された和洋折衷式の洋風
庭園については、その空間デザインの特色と
して「芝庭」という芝生園地と曲線園路を主

体とした様式が形成された点について明ら
かにしており、その形成にかかる時期的動向
についても明治 17 年の華族令と大きく関係
しているという推論を得た。また、明治後期
から大正期に登場した「和洋併置式庭園」に
ついては、文献調査と現地調査から旧古河邸
と旧岩崎邸（高輪邸）について事例分析をお
こなった。 
（３）洋風庭園と近代別荘地 
近代別荘地への洋風庭園の地域的伝播に
ついては、宮内省内匠寮の造園技師・小平義
近の設計した庭園作品を中心に分析をおこ
ない、これまで、日光、熱海等の近代別荘地
の洋風庭園について事例研究を実施した。こ
れらはおもに、古写真と残存図面の分析によ
るものである 
（４）洋風庭園と郊外住宅地 
明治末期以降、多数の郊外住宅地開発がお
こなわれ中流階級の住宅庭園の登場が、この
点は特に六甲および阪神間に形成された住
宅庭園について、近代造園家の橋本八重三と
椎原兵市の諸活動から把握を試みていると
ころである。今後は、住宅改良運動のなかで
庭園設計のコンセプトとして提起された「実
用主義」の庭園や「小庭園」にスポットライ
トをあて、芝生、テラス、花壇などで構成さ
れた小規模洋風庭園の実像を把握していく。 

 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 研究に着手した当初から、研究対象を絞り、
効率的に調査を推進することができた。また、
今回の研究助成で、貴重な文献資料（古写真、
図書等）を収集することができ、その分析・
考察が格段に進展した。 
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４．今後の研究の推進方策 
 今後は、特に大正期から昭和初期に顕在化
した住宅改良運動に着目し、「実用主義庭園」
や「小庭園」についての分析考察をおこなう。
また、昭和初期における東京の洋風庭園の到
達点と考えられる目黒区・旧前田侯爵邸の造
園プランについて設計上の特色を整理する。 
 また、これまでの研究成果を体系的に整理
し、報告書を作成する。 
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